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１. はじめに 

1.1 調査の背景と目的 

 

日本の近代上下水道はおよそ一世紀の歴史の中で，安全

な都市生活の確保，クリーンな地球環境の形成に大きく貢

献し，今後も大きな発展が期待されている。それを担う制

御技術も飛躍的に進化しており，上下水道施設の安定稼働，

処理水質の向上に大きく貢献している。 

一方，日本全体の人口は 2010 年頃，1 億 2805 万人を最大

値として以後，減少傾向に転じている。その中で上下水道

事業はダウンサイジングを含めた施設の最適化や老朽化し

た施設の計画的な更新を進める必要がある。 

また，職員数の減少，老朽化施設の急増，厳しい経営環

境という「ヒト」「モノ」「カネ」の問題が深刻化しており，

特に中小地方公共団体ではその傾向が見られる。 

さらに，東日本大震災やゲリラ豪雨等による水害の経験

により，今後も発生が懸念される多様な災害等事象に対処

する危機管理能力が求められている。そうした中，職員数

が減少し，職員も被災する可能性がある状況下において，

必要最低限のサービスが継続できるように危機管理体制を

確保しつつ，施設運用の合理化や業務の効率化に取り組ん

でいく必要がある(1)(2)(3)。 

以上のような背景より，上下水道施設の改築・更新を進

めるにあたっては，より効率的な処理方法を実現するプロ

セス制御技術や ICT，IoT，AI（人工知能）等の最新技術を

活用した制御技術により，各課題を解決していくことが今

後は不可欠と考えられる。 

これらを踏まえ，本調査専門委員会では，上下水道施設

の制御技術におけるこれまでの変遷，最新技術動向，将来

への期待について調査・検討し，今後の上下水道の発展へ

の提言とすることを目的とする。 

 

 

1.2 調査検討事項 

 

今回調査対象とした制御技術について，表 1.2-1 に示す。 

 

表 1.2-1 調査対象とした制御技術 

Table 1.2-1 Surveyed control technology 

過去・現在の調査 将来の調査 

①処理技術＋②プロセス制御技術 
④先端的制御技術 

③監視制御技術 

⑤災害対策技術 

 

今回の調査対象となる制御技術は，その適用対象となる

上下水道施設の処理技術とも密接な関連がある。それをふ

まえ，表 1.2-1 のように，主に過去から現在の変遷と動向の

調査として水処理，汚泥処理等の処理技術及びそれをふま

えたプロセス制御技術を調査対象とした。それとあわせ，

制御技術のシステム，設備的な側面から監視制御技術につ

いても調査対象とした。さらに，今後期待される将来的な

制御技術として，AI 等を含む先端的制御技術についても調

査対象とした。また，近年地震や気象災害等への対策がま

すます重要となっている状況をふまえ，災害対策技術につ

いても調査対象とした。 

調査方法としては文献調査，事例調査，アンケート調査

を使用し，多面的な情報により検討ができるように留意し

た。調査結果をふまえ，上下水道施設の制御技術に関する

課題と提言を報告書の最後に記載した。 

参考文献 

(１) 厚生労働省健康局：「新水道ビジョン」，p.54 (2013) 

(２) 国土交通省水管理・国土保全局下水道部：「新下水道ビジョン」，p.109 

(2014) 

(３) 国土交通省水管理・国土保全局下水道部：「新下水道ビジョン加速戦

略」，p.50 (2017) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気学会技術報告　第1503号　3

Sample : DO NOT PRINT


